
　　12月13日の本会議で次の意見書を
可決し、関係機関に送付しました。
◎厚生年金への地方議会議員の加入
　を求める意見書
　 国に対し、国民の幅広い層からの
政治参加や地方議会における人材確
保の観点から、厚生年金への地方議
会議員の加入のための法整備を早急
に実現するよう強く要望する。
（提出先）内閣総理大臣、内閣官房長
官、総務大臣、財務大臣、厚生労働
大臣、衆・参両議院議長
◎医療・介護・障害福祉分野における
処遇改善等を求める意見書
　 政府に対し、介護職員等の賃金水
準を確保するための制度改革と同時
に、職員の人権を尊重し生活を保障
する取り組みを迅速に推進すること
を強く求める。
（提出先）財務大臣、厚生労働大臣

　能登半島地震におきまして、被害に
遭われました皆様に心よりお見舞い申
し上げますとともに、犠牲になられた
方々とご遺族の皆様に深くお悔やみ申
し上げます。

　市議会では、市と合同で募金活動を
行いました。ご協力ありがとうござい
ました。また、義援金を被災地支援の
ため、北信越市議会議長会の災害義援
金口座に送金しました。

意見書 <抜粋>

令和5年第4回（12月）定例会は、11月30日から12月13日までの14日間の会期で開催しました。

　
結
　 

果

川
岸
　
貞
利

阪
口
　
芳
弘

中
西
真
知
子

樽
谷
　
庄
道

中
川
　
　
剛

食
野
　
雅
由

出
原
　
秀
昭

田
畑
　
庄
司

谷
口
美
保
子

前
園
　
隆
博

堺
谷
　
　
裕

蓮
池
　
陽
佑

長
谷
川
博
文

八
野
　
裕
嗣

小
谷
　
真
章

阪
口
　
　
勇

南
野
　
敬
介

可
決

議
長

議
長

議
長

可
決

可
決

議員名

件　名

市長、副市長等の給料、手当及び旅費に関する
条例の一部改正の件
市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する
条例の一部改正の件
厚生年金への地方議会議員の加入を求める
意見書の件

31,000
7.58

6.2.5

12 月定例会12月定例会

条 

例

予 

算

そ
の
他

全会一致で可決・承認・同意した案件全会一致で可決・承認・同意した案件

政令の一部改正規定が施行されることに伴い、「液化石油ガスの保
安の確保及び取引の適正化に関する法律」に基づく完成検査の手数
料を現行の31,000円 から 5,800円へ見直しを行うための改正。

久保二丁目及び三丁目が新設されることに伴い、市営久保団地住
宅の位置について、所要の規定の整備を行うための改正。

国民健康保険法の一部改正規定が施行されることに伴い、出産
被保険者に係る保険料の軽減措置を講ずるための改正。
○軽減額　対象者に係る保険料（所得割及び均等割）の4か月分
　　　　 （多胎妊娠にあっては、6か月分）に相当する額

省令の一部改正に伴い、これに準じた措置を講ずるほか、所要の
規定の整備を行うための改正。
（主な内容）○蓄電池設備に係る基準の見直し
○固定燃料を用いた厨房設備の離隔距離の規定
○消防長への届出を要する行為等の追加
法改正に伴い、新たに電子証明書提供用識別符号の発行等に係
る事務の手数料を定めるための改正。
〇戸籍電子証明書提供用識別符号の発行　1件につき400円など
令和5年8月7日付けで国家公務員の給与について人事院勧告が
行われたことに伴い、これに準じて本市の一般職の職員の給料
等を改定するための改正。

障害者自立支援給付事業訓練等給付費、子ども医療費助成などの
ため、歳入歳出それぞれ4億1,232万4千円を追加する補正。

国民健康保険システム改修委託料の増額などのため、歳入歳出そ
れぞれ142万円を追加する補正。

介護保険システム等改修委託料の増額のため、歳入歳出それぞれ
484万円を追加する補正。

医療機械器具等購入（230万円）に伴う補正。

小瀬処理分区汚水管布設工事第26工区契約解除に伴う損害賠償
金に伴う補正。

市民の森及び二色南緑地の指定管理者を指定することについて、その候補者を選定したので、議会の議決を求め
るもの。○指定する団体　二色ネクサスグループ

令和4年度下水道事業会計未処分利益剰余金を減債積立金に積み立てることについて、議会の議決を求めるも
の。〇積立金額　4,009万5,227円

住民税非課税世帯支援給付金事業（追加支給分）などのため、
歳入歳出それぞれ10億5,037万6千円を追加する補正。

案 件 概 要

手数料条例の一部改正の件など可決手数料条例の一部改正の件など可決

手数料条例の一部改正の件

市営住宅設置条例の一部改正の件

国民健康保険条例の一部改正の件

火災予防条例の一部改正の件

手数料条例の一部改正の件

職員給与条例等の一部改正の件

令和４年度下水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について議決を求める件

本市職員が運転する公用車が、前方に停車中の軽自動車の後部に追突し、その一部を破損させた事故について、損害賠償
の額（物件損害562,000円、運転者に係る人身損害73,967円、同乗者に係る人身損害73,070円）を決定するもの。損害賠償の額を決定する件

長友滋尊氏の選任同意を求めるもの。監査委員の選任について同意を求める件

小瀬処理分区汚水管布設工事第26工区の工事請負契約に関し、既設埋設管が支障となり施工が不可能となったた
め、同契約を解除した事案について、損害賠償の額（2,170,182円）を決定するもの。損害賠償の額を決定する件

公の施設の指定管理者を指定する件

令和5年度下水道事業会計
補正予算（第1号）の件

令和5年度一般会計補正予算
（第7号）の件

令和5年度一般会計補正予算
（第6号）の件

令和5年度国民健康保険事業
特別会計補正予算（第1号）の件

令和5年度介護保険事業
特別会計補正予算（第3号）の件

令和5年度病院事業会計補正予算
（第3号）の件

賛否が分かれた議案　　議長は表決に参加しません。　〇：賛成　　×：反対　　
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

今
後
に
つ
い
て《公

明
党
議
員
団
》
谷
口　
美
保
子

終
活
支
援
に
つ
い
て

《
公
明
党
議
員
団
》
前
園　
隆
博

一一一一 般般般般 質質質質 問問問問 かかかか らららら

起
業
・
創
業
支
援
等
事
業
に
つ
い
て

《
大
阪
維
新
の
会
貝
塚
市
議
会
議
員
団
》

蓮
池　
陽
佑

南
海
二
色
浜
駅
周
辺
整
備
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

《
大
阪
維
新
の
会
貝
塚
市
議
会
議
員
団
》
長
谷
川　
博
文

【
問
】
空
き
家
の
近
隣
住
民
か
ら
の

相
談
は
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
そ
の
際
、
近
隣
の
住

民
の
か
た
に
は
、
ご
理
解
い
た
だ

い
て
い
ま
す
か
。

【
答
】
現
場
を
確
認
し
た
上
で
、
空

き
家
の
所
有
者
等
に
対
す
る
助
言
・

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
相
談
い
た
だ
い
た
か

た
に
は
、
対
応
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
】
空
き
家
に
関
す
る
相
談
窓
口

等
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
に
周

知
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

【
答
】
相
談
窓
口
は
、
ま
ち
づ
く
り

課
と
な
っ
て
お
り
、広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
、
今
後
も

周
知
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
】
老
朽
化
や
管
理
不
全
の
空
き

家
に
つ
い
て
、
持
ち
主
に
空
き
家

の
状
態
な
ど
を
理
解
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
か
。

【
答
】
空
き
家
の
状
態
に
つ
い
て
写

真
な
ど
を
添
え
て
、
文
書
等
に
よ

り
具
体
的
に
お
知
ら
せ
し
、
理
解

を
得
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

【
問
】
安
全
・
安
心
も
や
は
り
対
話

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

市
長
は
、
空
き
家
、
空
き
地
問
題

の
相
談
で
、
広
く
住
民
の
か
た
と

お
話
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

【
答
】
色
々
な
場
面
で
お
聞
き
し
ま

す
。
例
え
ば
、
だ
ん
じ
り
祭
の
際
、

町
会
館
を
訪
れ
た
時
に
も
そ
の
よ

う
な
話
が
出
ま
し
た
し
、
道
を
歩

い
て
る
途
中
で
声
を
か
け
ら
れ
た

こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

【
問
】
今
後
、
空
き
家
、
空
き
地
問

題
に
つ
い
て
何
か
展
望
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
答
】危
険
な
空
き
家
に
関
し
て
は
、

市
民
の
安
全
・
安
心
に
関
わ
る
も

【
問
】
現
時
点
で
の
府
道
の
拡
幅

工
事
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
答
】
府
道
和
歌
山
貝
塚
線
の
道

路
拡
幅
事
業
は
、
大
阪
府
が
順
次

用
地
買
収
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
は
駅
直
近
の
貝

塚
11
号
踏
切
を
含
む
踏
切
の
前
後

合
わ
せ
て
約
１
２
０ 

メ
ー
ト
ル

の
区
間
に
お
い
て
工
事
に
着
手

し
、
令
和
６
年
度
末
に
暫
定
的
な

形
で
の
供
用
開
始
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
府
道
堺
阪
南
線
ま
で
の
区

間
に
つ
い
て
も
、
用
地
買
収
が
完

了
し
た
箇
所
か
ら
順
次
整
備
を
進

め
て
い
く
と
大
阪
府
か
ら
聞
い
て

い
ま
す
。

【
問
】
駅
周
辺
で
市
の
予
算
措
置

で
行
わ
れ
る
工
事
は
、
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

【
答
】
南
海
二
色
浜
駅
山
側
の
市

道
整
備
工
事
、
南
海
二
色
浜
駅
浜

側
の
駅
前
広
場
工
事
お
よ
び
駐
輪

場
新
設
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
南
海
電
気
鉄
道
が
行
う

新
設
改
札
口
に
つ
き
ま
し
て
は
、

貝
塚
市
南
海
二
色
浜
総
合
改
善
事

業
費
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ

き
、
３
分
の
２
を
補
助
し
ま
す
。

【
問
】
駅
の
山
側
に
関
し
て
、
新

し
く
で
き
る
改
札
口
か
ら
府
道
ま

で
の
工
事
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
そ
の
和
歌
山
側
の
側

【
問
】
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

自
分
を
知
っ
て
く
れ
て
い
る
家
族

で
も
学
校
関
係
で
も
な
い
、
そ
ん

な
大
人
と
の
関
わ
り
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
地
域
の
か
た
が
子
ど

も
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
の
皆
様

へ
の
参
観
日
を
設
け
て
は
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

【
答
】
地
域
の
か
た
向
け
の
参
観

日
な
ど
で
来
校
さ
れ
る
機
会
を
つ

く
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
安
全
面

へ
の
配
慮
等
、
保
護
者
に
安
心
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
検
討
課
題
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
学
校
教
育
・

学
校
運
営
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る

地
域
の
か
た
と
子
ど
も
た
ち
の
交

流
の
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
に
設
置
さ
れ
て
い
る
学

校
運
営
協
議
会
で
協
議
し
て
い
た

だ
き
、
安
全
な
参
観
日
の
実
施
に

む
け
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
】
い
ろ
い
ろ
な
形
で
地
域
の

か
た
が
学
校
へ
行
け
る
機
会
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

【
答
】
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ

り
よ
い
機
会
と
す
る
た
め
に
、
安

全
面
へ
の
配
慮
等
も
含
め
、
ど
う

い
う
場
面
で
ど
う
い
う
関
わ
り
方

を
し
て
い
た
だ
く
の
か
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
】
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
導
入
予
定
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

【
答
】
現
在
、
葛
城
小
学
校
、
中

央
小
学
校
、
第
二
中
学
校
に
学
校

その他の質問
〇貝塚市山手地域の今後について
〇姉妹都市・交流都市について
〇市内小学校における農業体
験について

その他の質問
〇子ども若者の権利とこども基
本法について
〇Society5.0 時代の教育環境と
　STEAM教育について

その他の質問
〇交通安全対策について
〇クリケットのまち貝塚の
今後について

【
問
】
単
身
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
亡
く
な
っ
た
後
、
遺
体
を
引

き
取
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
無
縁

遺
骨
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
神
奈
川
県
横
須
賀
市
で
は
、
利

用
者
が
市
に
登
録
・
申
請
し
、
市

の
協
力
葬
儀
社
と
生
前
契
約
し
て
、

費
用
を
預
け
、
亡
く
な
っ
た
後
は
、

市
と
協
力
葬
儀
社
が
連
携
し
て
、

葬
儀
や
納
骨
を
行
う
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
終
活
情
報
登

録
伝
達
事
業
と
し
て
、
本
人
が
緊

急
連
絡
先
、
葬
儀
の
生
前
契
約
先

な
ど
の
情
報
を
市
に
登
録
し
、
万

一
の
場
合
、
警
察
や
医
療
機
関
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
市
が
対
応
し

ま
す
。
以
前
質
問
し
た
際
に
、
今

後
研
究
し
た
い
と
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
り
ま
し

た
か
。

【
答
】
本
市
で
は
、
死
後
の
遺
骨
の

預
か
り
等
の
問
い
合
わ
せ
は
年
に

数
件
程
度
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
事
業
実
施
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
終
活
情
報
登
録
伝

達
事
業
は
、
登
録
し
た
個
人
情
報

を
常
に
最
新
の
状
態
で
管
理
す
る

こ
と
や
、
登
録
者
の
見
守
り
や
相

談
を
受
け
る
実
施
体
制
が
課
題
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
事

業
は
、
引
き
続
き
先
行
実
施
事
例

を
参
考
に
研
究
し
ま
す
。

【
問
】
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、

自
分
に
万
が
一
の
こ
と
が
起
こ
っ

た
と
き
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め
家

族
や
周
り
の
人
に
伝
え
た
い
こ
と

を
書
き
留
め
て
お
く
ノ
ー
ト
や
手

紙
で
す
が
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
、

現
在
の
本
市
の
お
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

【
答
】
大
変
有

効
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
配

布
用
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の

作
成
お
よ
び
そ

の
活
用
の
周

知
・
啓
発
に
つ

い
て
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。

その他の質問

【
問
】
生
き
方
や
働
き
方
が
多
様

化
し
、
ま
た
、
様
々
な
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ー
ル
が
発
達
す
る
中
で
場
所

に
縛
ら
れ
ず
、
起
業
・
創
業
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
本
市
に
お
け
る
法
人
設
立
時
の

特
定
創
業
支
援
事
業
の
利
用
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
答
】
昨
年
度
に
お
け
る
特
定
創

業
支
援
事
業
の
利
用
実
績
は
、
起

業
・
創
業
に
関
す
る
相
談
件
数
が

43
件
、
貝
塚
・
岸
和
田
・
泉
佐
野

商
工
会
議
所
で
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
の
う
ち
、
各
種
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
本
市
で
証
明
書

を
交
付
し
た
か
た
が
５
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
本
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
令
和
４
年
度
に
法

人
設
立
さ
れ
た
件
数
は
２
件
で

す
。

【
問
】イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
法
人
格
の
取
得

を
考
え
る
か
た
も
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
私
自
身
も
法
人
格
取
得

の
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
の

で
す
が
、
株
式
会
社
を
つ
く
る
に

は
、
登
録
免
許
税
が
15
万
円
、
定

款
認
証
費
用
が
約
３
万
円
か
ら
９

万
円
の
合
計
20
万
円
前
後
か
か
り

ま
す
。

　
登
録
免
許
税
の
補
助
制
度
は
あ

り
ま
す
が
、
定
款
認
証
費
用
の
補

助
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
新
し

く
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と

す
る
市
民
の
背
中
を
押
し
、
貝
塚

市
で
起
業
・
創
業
し
て
い
た
だ
き
、

大
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
、
利
益

を
上
げ
て
、
法
人
市
民
税
等
で
還

元
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
本
市
に

と
っ
て
も
非
常
に
有
益
だ
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

【
答
】
法
人
の
設
立
時
に
必
要
と

な
る
定
款
認
証
に
か
か
る
手
数
料

を
補
助
す
る
こ

と
で
本
市
で
の

起
業
・
創
業
の

促
進
に
繋
が
る

と
考
え
ま
す
の

で
、
導
入
に
つ

い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

第4回定例会（11月30日、12月1日）に
11名の議員が一般質問を行いました。
その一部を要約し、お知らせします。
一般質問とは
市政全般について、自由に質問する
ことができます。一問一答式か一括
質問式を選択し、制限時間は60分
となっています。

貝
塚
市
に
お
け
る
空
き
家
、

空
き
地
問
題
に
つ
い
て

《
公
明
党
議
員
団
》
堺
谷　
裕

道
に
つ
い
て
、
現
在
、
た
く
さ
ん

の
か
た
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
道
路
拡
幅
で
き
る
よ
う
貝

塚
市
と
し
て
、
南
海
電
気
鉄
道
に

働
き
か
け
を
し
て
は
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
か
。

【
答
】
危
険
性
や
交
通
状
況
、
実

現
可
能
性
を
勘

案
し
、
優
先
順

位
を
つ
け
検
討

し
た
い
と
考
え

て
お
り
、現
在
、

新
設
改
札
口
か

ら
和
歌
山
側
の

道
路
拡
幅
を
行

う
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

の
で
す
の
で
、
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
や
市
の

条
例
に
基
づ
き
、
適
切
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
使
用
可
能
な
空
き
家
に

関
し
て
は
、
し
っ
か
り
活
用
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
来
年
度
は
、
貝
塚
市
初

の
義
務
教
育
学
校
と
な
る
二
色
学

園
と
第
四
中
学
校

に
導
入
予
定
で
す
。

今
後
は
、
未
導
入

校
に
つ
い
て
も
、

各
校
の
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
導
入

を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

〇貝塚市地域公共交通計
画について
〇せんごくの杜の利活用
について
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【
問
】
こ
の
事
業
の
目
的
と
、
現

在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
元
か
ら
何

か
要
望
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。

【
答
】
地
元
か
ら
特
に
直
接
の
要

望
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
事
業

は
、
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
と

い
う
こ
と
と
、
賑
わ
い
の
創
出
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

水
間
公
園
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
狭

い
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
整
備
す

る
も
の
で
す
。

　
昨
年
度
実
施
し
た
基
本
設
計
を

も
と
に
、
今
年
度
詳
細
設
計
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
大
き
な
金
額
の
事
業
が
始

ま
る
と
聞
き
ま
す
が
、
予
算
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
答
】
現
在
、
詳
細
設
計
中
で
す

の
で
、
実
際
の
事
業
費
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。

【
問
】
事
業
が
始
ま
れ
ば
、
地
元

の
山
手
地
域
の
町
会
に
説
明
し
、

順
番
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

その他の質問（抜粋）

水
間
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

《
自
由
市
民
》
田
畑　
庄
司

貝
塚
市
に
お
け
る
防
災
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

の
取
組
み
に
つ
い
て

《
大
阪
維
新
の
会
貝
塚
市
議
会
議
員
団
》
樽
谷　
庄
道

【
問
】
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域

移
行
を
実
現
す
る
上
で
の
課
題
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
答
】
本
市
に
は
、
受
け
入
れ
可

能
な
地
域
や
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
等
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

地
域
移
行
に
よ
り
指
導
者
へ
の
報

酬
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
国
か

ら
の
補
助
は
な
く
、
受
益
者
負
担

に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ

り
、
地
域
移
行
に
よ
り
経
済
的
な

事
情
で
部
活
動
に
参
加
で
き
な
い

生
徒
が
出
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

【
問
】
学
校
に
希
望
の
ク
ラ
ブ
が

な
く
、
残
念
な
思
い
を
し
て
い
る

子
ど
も
が
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
消

さ
な
い
よ
う
、
そ
し
て
未
来
へ
の

可
能
性
と
選
択
肢
を
た
く
さ
ん
与

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
か
。

【
答
】
数
年
前
か
ら
部
活
動
指
導

員
を
配
置
し
て
、
教
員
の
負
担
軽

減
と
各
競
技
に
お
け
る
専
門
的
な

指
導
の
担
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
部
員
が
少
な
く
単
独
で

チ
ー
ム
を
編
成
で
き
な
い
場
合

は
、
近
隣
中
学
と
合
同
で
大
会
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

体
制
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
問
】
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
文

化
芸
術
、
学
術
に
お
い
て
も
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
功
績
や

活
躍
を
周
知
し
、
ア
ピ
ー
ル
し
て

は
、
い
か
が
で
す
か
。

【
答
】
全
国
大
会
等
の
成
績
優
秀

者
な
ど
は
、
市
長
へ
の
報
告
会
を

開
催
し
、
広
報
紙
へ
掲
載
し
、
市

民
に
周
知
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
広
く
市
内

外
に
周
知
す
る
こ
と
は
、
本
市
を

Ｐ
Ｒ
す
る
い
い
機
会
で
も
あ
る
こ

【
問
】
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
建
築

住
宅
課
の
問
題
以
外
に
セ
ク
ハ
ラ

の
問
題
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

【
答
】
令
和
５
年
度
に
懲
戒
処
分

が
１
件
あ
り
ま
し
た
が
、
関
係
者

の
意
向
に
よ
り
、
公
表
し
な
い
と

判
断
し
た
も
の
が
１
件
あ
り
ま

す
。

【
問
】
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
問
題
は
、

上
司
が
信
頼
で
き
な
い
と
言
い
に

く
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

【
答
】
管
理
職
対
象
の
研
修
を
実

施
し
、
全
職
員
が
報
告
・
連
絡
・

相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
る
こ
と
が
管
理
職
の
仕
事
で

あ
っ
て
、
相
談
な
ど
が
あ
っ
た
と

き
は
、
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
徹

底
を
図
り
ま
し
た
。

【
問
】
隠
ぺ
い
体
質
に
な
っ
て
い

な
い
か
危
惧
し
ま
す
。
プ
レ
ス
発

表
す
べ
き
事
例
は
、
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。
今
後
、
職
員
か
ら
言
い

出
し
や
す
い
体
制
に
す
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

【
答
】所
属
長
が
所
属
職
員
と
し
っ

か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
業
務
上
の

人
事
評
価
を
活
用
し
て
、
期
首
・

期
中
・
期
末
の
各
段
階
で
、
し
っ

か
り
と
面
談
を
す
る
こ
と
で
、
そ

【
問
】
貝
塚
市
は
、
自
衛
官
等
募

集
事
務
の
た
め
に
、
防
衛
大
臣
に

対
し
紙
媒
体
で
名
簿
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
、
情
報
提
供
の

除
外
申
請
制
度
を
創
設
し
た
よ
う

で
す
が
、
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し

ま
す
か
。

【
答
】
１
月
初
旬
か
ら
２
月
下
旬

に
か
け
て
、
除
外
申
請
を
受
付
す

る
予
定
で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
、
広
報
紙
等
で
周
知
し
ま
す
。

【
問
】
名
簿
提
供
の
根
拠
と
し
て
、

自
衛
隊
法
施
行
令
と
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
ち
ら
も
「
で
き
る
」
と
し

か
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
個
人
情
報
保
護
へ
の
意
識
が
高

ま
る
中
、
名
簿
を
自
衛
隊
に
提
供

す
る
義
務
が
あ
る
と
は
理
解
で
き

ま
せ
ん
が
、
い
か
が
で
す
か
。

【
答
】
名
簿
の
提
供
に
つ
い
て
は
、

法
的
根
拠
と
し
て
自
衛
官
お
よ
び

自
衛
官
候
補
生
の
募
集
事
務
が
自

衛
隊
法
第
97
条
に
お
い
て
、
市
町

村
の
法
定
受
託
事
務
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
同
法
施
行
令
の
第
１
２

０
条
に
基
づ
く
、
防
衛
大
臣
か
ら

の
資
料
提
供
依
頼
に
応
じ
て
、
必

要
な
情
報
の
提
供
が
可
能
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
自
衛
隊
に
名
簿
提
供
し
て

い
る
自
治
体
が
６
割
を
超
え
た
と

の
報
道
も
あ
り
ま
す
が
、
３
割
以

上
の
自
治
体
は
、
提
供
し
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
中
で
、
貝
塚
市
が
、

自
衛
隊
に
対
し
て
名
簿
を
提
供
し

て
い
る
の
は
、
市
長
の
判
断
だ
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

【
答
】
自
衛
官
お
よ
び
自
衛
官
候

補
生
の
募
集
事
務
が
自
衛
隊
法

第
97
条
に
お
い
て
市
町
村
の
法

定
受
託
事
務
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
防
衛
大
臣
か
ら
の
資
料
提

供
依
頼
に
応
じ
て
、
必
要
な
情

【
問
】
現
在
、
貝
塚
市
に
は
主
に

18
歳
未
満
の
子
ど
も
や
妊
産
婦
の

か
た
の
相
談
を
受
け
、
ま
た
虐
待

対
応
も
行
っ
て
い
る
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
と
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
わ
た
る
総
合
的
な
支

援
の
窓
口
、
予
防
注
射
、
発
育
の

相
談
な
ど
を
受
け
る
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
別
の
部
署
が
担
当

し
、
庁
舎
も
別
で
、
距
離
的
に
も

離
れ
て
い
ま
す
が
、
連
携
は
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、改
善
点
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

【
答
】
現
状
、
大
き
な
問
題
は
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
際
に

は
、
各
担
当
者
が
同
じ
場
所
で
一
体

的
に
相
談
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
よ

り
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
の
向
上
を

図
り
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

【
問
】
虐
待
防
止
を
も
っ
と
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
、
改
正
児
童
福
祉
法
で
は
、
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
と
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
統

合
し
て
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

の
設
置
が
努
力
義
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に

な
れ
ば
使
え
る
補
助
金
な
ど
も

様
々
用
意
さ
れ
て
お
り
、
一
層
安

心
が
深
ま
る
と
思
い
ま
す
が
、
設

置
予
定
で
し
ょ
う
か
。

〇塾代助成制度について
〇保育士・幼稚園教諭の人材
確保とスキルアップを目的
とした、相互派遣及び人材
交流について

その他の質問（抜粋）
〇酒井市長の「消防署で筋トレ」
通いについて、消防署員の内
部告発があった問題について
〇南海貝塚駅前開発、特に高架
化しない問題について

その他の質問（抜粋）
〇市役所駐車場について
〇地域安全パトロールについて
〇市営橋本墓地の樹木の剪定に
ついて

その他の質問（抜粋）
〇通学区域の越境の可能性に
ついて
〇市民図書館の今後について

その他の質問（抜粋）
〇帯状疱疹ワクチン接種費用
の補助制度について
〇市民図書館の運営について
〇自転車に注目した交流人口
拡大策について

い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
の
方
に
報

告
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

【
答
】
整
備
内
容
が
あ
る
程
度
示

せ
る
も
の
が
で
き
ま
し
た
ら
、

地
元
の
皆
様
に
も
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
し
、
議
会
の

方
に
も
説
明
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
問
】
こ
の
事
業
を
進
め
る
に
あ

た
り
、何
か
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

【
答
】
こ
の
事
業
は
、
地
域
防
災

計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
、
立
地
適
正
化
計
画
に
基
づ
い

て
、
公
園
の
防
災
機
能
強
化
を
図

る
も
の
で
す
。
加
え
て
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
に
お
き
ま
し
て
も
、
水

間
寺
周
辺
に
お

け
る
観
光
・
交

流
拠
点
の
整
備

を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
さ

ら
な
る
公
園
の

賑
わ
い
を
創
出

す
る
た
め
の
施

設
整
備
を
行
う

も
の
で
す
。

【
問
】
避
難
情
報
の
共
有
が
必
要

不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
解

決
策
の
一
つ
に
、
自
治
体
防
災
ア

プ
リ
、
防
災
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
自
治
体
防
災
ア

プ
リ
は
、
自
治
体
が
住
民
に
災
害

情
報
や
地
域
情
報
を
提
供
す
る
た

め
に
開
発
さ
れ
た
ア
プ
リ
で
す
。

防
災
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
は
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
被
災
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
災

害
関
連
情
報
を
自
動
で
抽
出
し
ま

す
。
災
害
発
生
直
後
の
混
乱
し
た

状
況
で
も
、
24
時
間
３
６
５
日
問

い
合
わ
せ
に
対
応
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
今
の
対
策
で
は
、
市
民
が
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
正
確
な
災
害
情
報
を

把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

災
害
時
に
は
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
を
使
え
ば
、
災
害
時
の
情
報
提

供
や
共
有
を
効
率
化
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
安
否
確
認
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
、
避
難
情

報
や
災
害
情
報
の
確
認
、
プ
ッ

シ
ュ
通
知
に
よ
る
危
険
の
周
知
、

最
寄
り
の
避
難
所
の
案
内
な
ど
多

く
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ア
プ
リ
や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
は
、
住
民
の
避
難
や
災
害
対
応

機
関
の
意
思
決
定
を
支
援
す
る
役

割
を
果
た
す
と
考
え
ま
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。

【
答
】
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
は
、
テ

キ
ス
ト
や
音
声
に
よ
る
対
話
を
通

じ
て
、
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
ア
プ
リ
で
、

災
害
時
に
も
住
民
が
必
要
と
す
る

情
報
を
提
供
で
き
る
ツ
ー
ル
の
一

つ
と
し
て
、
認
識
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
必
要
な
ツ
ー
ル
と
認
識
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
導
入
し
て

は
、
い
か
が
で
す
か
。

【
答
】Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
応
答
メ
ッ
セ
ー

ジ
式
の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
お
い

て
、
避
難
所
情
報
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
、
令
和
５
年
12
月
中
の
導

入
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
、
除
外
申
請

に
つ
い
て

《
無
会
派
》
小
谷　
真
章

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

《
大
阪
維
新
の
会
貝
塚
市
議
会
議
員
団
》

部
活
動
に
つ
い
て

中
西　
真
知
子

《
大
阪
維
新
の
会
貝
塚
市
議
会
議
員
団
》

職
員
の
処
分
に
つ
い
て

《
自
由
市
民
》
出
原　
秀
昭

の
職
員
の
目
標
や
悩
み
も
含
め
て

共
有
し
、
改
善
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
問
】
い
わ
ゆ
る
認
知
的
不
協
和

が
自
分
の
中
に
あ
り
、
自
分
の
失

敗
は
嫌
な
の
で
隠
し
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
隠
さ
ず
出

し
て
い
く
体
制
づ
く
り
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で

す
か
。

【
答
】
風
通
し

の
よ
い
職
場
に

す
る
た
め
、
上

司
に
打
ち
明
け

や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

と
か
ら
、
市

庁
舎
や
南
海

貝
塚
駅
の
サ

イ
ネ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
な

ど
、
周
知
方

法
を
検
討
し

ま
す
。

【
答
】
令
和
６
年
４
月
設
置
に
向

け
て
調
整
中
で
す
。

【
問
】
そ
の
名
称
で
す
が
、
大
阪

府
の
児
童
相
談
所
を
大
阪
府
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
呼
ん
で
お

り
、
同
じ
名
称
に
す
る
と
混
乱
が

生
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
例
え
ば
愛
称
で

呼
ぶ
と
い
っ
た
対
策

な
ど
は
考
え
て
い
ま

す
か
。

【
答
】
市
民
の
皆
様

が
混
乱
し
な
い
よ

う
愛
称
も
含
め
、

令
和
６
年
４
月
に

向
け
名
称
を
調
整

中
で
す
。

報
の
提
供

を
す
る
こ

と
に
関
し

て
は
、
合

理
性
が
あ

る
と
考
え

て
い
ま
す
。

八
野　
裕
嗣



　12月21日に防災に関する調査・
研究のため和歌山市消防局防災学習
センターへの視察を行いました。

　10月31日に協議会室で、議員と
幹部職員を対象に「#子育てするな
ら貝塚で『貝塚で子育てしてよかっ
た！』をめざして」というテーマで
研修会を開催しました。講師は、
NPO法人えーる代表理事朝日陽子
氏にお願いしました。

　会議当日、受付で氏名、住
所を記入していただくだけで
傍聴できます。
　また、議場には、小さなお
子さま連れのかたが気兼ねな
く傍聴できる親子傍聴席もあります。

　また、本会議、委員会の
ライブ配信をスマートフォ
ン等でご覧いただけます。
会議の日にQRコードを読
み取ってください。

　12月27日に総務産業常任委員会主
催で消防本部が新たに購入した高規
格救急自動車の視察を行いました。

　聞きとりに不安があるかたなどが傍
聴しやすい環境を整えるため、会議中

の音声をリアル
タイムで自動文
字変換し、傍聴
席前に設置した
モニターに表示
しています。

　協議会室で行われる委員
会等のインターネッ
ト配信及び録画配信
を行っています。

【受付場所】
本会議…傍聴席入口
（山側エレベーターで6階へ）
委員会…議会事務局
（海側エレベーターで6階へ）

か い づ か 市 議 会 だ よ り（4）　令和６年２月 5 日 第132 号

議会運営委員会

本会議（提案説明・市政運営方針）

厚生文教常任委員会

総務産業常任委員会

本会議（代表質問・委員長報告・採決）

本会議（一般質問）

議会運営委員会

予算特別委員会

議会運営委員会

本会議（委員長報告・採決）

会　議日　程 傍聴場所
協議会室

議　場

協議会室

協議会室

議　場

議　場

協議会室

協議会室

協議会室

議　場

2月20日(火)

2月27日(火)

3月4日(月)

3月5日(火)

3月11日(月)

3月12日(火)

※3月14日(木)

3月19日(火)
3月21日(木)
※3月22日(金)

3月25日(月)

3月27日(水)

開会時間は、午前10時です。
※3月14日(木)の議会運営委員会と22日(金)の予算特別
　委員会は、午後1時開会です。

第 1回定例会の予定

他市からの行政視察の受け入れ状況

令和 5年議会傍聴者数(各合計人数 )
貝塚市議会ユーチューブチャンネル

音声のリアルタイム文字変換

災害対策特別委員会現地視察～傍聴しませんか～ 子育てに関する研修会を開催

現場視察

　3月、6月、9月、12月は、市議会の
定例会が開かれ、その間、本会議や委
員会などに出席し、市から提案された
条例案や予算案などについて話し合
い、賛成か反対かを決定します。
　また、市政全般に対して質問します。

　国や大阪府へ要望活動を行ったり、定
例会で市に対し新たな政策を提言したり
して課題解決をめざします。

　地域の課題を解決するため、先進的
な取組を行っている自治体の事例など
を調査・研究します。

　活動内容などをチラシやホームペー
ジ、SNSなどにより市民の皆様へお伝
えします。

　こういった活動を通
じ、市民の代表として市
民の声を市政に届けて、
よりよいまちにするため
活動しています。

　地域の課題を把握するた
め、地域の行事や会議に参
加し、市民の皆様から、
困っていることや要望を聞
きます。

市議会議員ってなにをしているの？ 市議会の仕組みと役割

 選挙によって市民の代
表である市議会議員が選
ばれます。市民の代表と
して要望や意見を市政に
反映させるため、さまざ
まな課題に対し、慎重に
審議し、どう処理すべき
かを決めています。

　市長は、市の予算を決めたり条例をつくったりするためには、必
ず市議会にその案を提案し、同意を得なければなりません。市議会
は、市長から提案のあった予算や条例などの案を慎重に審議し、賛
成か反対かを決定します。
　市長と市議会は、独立・対等の立場にあり、お互いに協力・け
ん制し合って、その調和を保ちながら市のために活動しています。

議決権：条例や予算などの案を審議し、市議会の意思を決めること
　　　　を議決といい、最も基本的で重要な権限
同意権：副市長や教育委員会委員の選任について同意を与える権限
調査権：市の事務全般にわたって、正しく行われているかを調査
　　　　する権限
意見書提出権：国などの関係行政庁に意見書を提出する権限

市民

市議会
（議決機関） 条例案・予算案の提出

議決・調査・検査

選挙選挙

行政サービス請願・陳情

（執行機関）

市長

7名

7名

6名

8名

埼玉県
久喜市10月5日

10月18日

10月26日

10月30日

視察内容人数自治体名来訪日

新庁舎整備について

新庁舎整備について

新庁舎整備について

千葉県
佐倉市

宮崎県
日南市

静岡県
藤枝市

民間等屋内プールを
活用した水泳授業に
ついて

第1回
(3月)

第2回
(6月)

第3回
(9月)

第4回
(12月)

57 67 63 40

①市民と市議会

②市長と市議会

③市議会の主な権限

①定例会で議論

③調べる

④課題解決に向けて

⑤活動内容の周知・報告

②地域の要望を聞く


